株式会社 〇〇工業
代表取締役　〇〇 〇〇 殿
プロジェクト参加に関する秘密保持誓約書
私は、〇〇工業（以下「会社」という）の〇〇プロジェクト（以下「本プロジェクト」という）に参加するにあたり、入社時に締結した秘密保持誓約書の内容を遵守することに加え、以下の事項を誓約いたします。
第1条（目的）
本誓約書は、本プロジェクトに関する機密情報の保護および適切な管理を目的とし、プロジェクト参加者としての特別な秘密保持義務を定めるものです。
第2条（プロジェクト機密情報）
本誓約書において「プロジェクト機密情報」とは、以下の情報を指します。
1. 本プロジェクトの存在自体に関する事実
2. プロジェクトの目的、計画、進捗状況
3. 開発中の製品・サービスの仕様、設計図、ソースコード
4. 研究データ、実験結果、テスト結果
5. プロジェクト予算、コスト情報
6. 参加メンバーリスト、役割分担
7. クライアント・協力会社との連携内容
8. その他、プロジェクトマネージャーが機密情報として指定した情報
第3条（情報管理義務）
1. 私は、プロジェクト機密情報を以下の者に開示しないことを誓約します：
(1) 社外の第三者
(2) 本プロジェクトに非参加の貴社従業員
(3) プロジェクト内でも知る必要のないメンバー
2. 情報の取り扱いについて：
(1) プロジェクト専用の情報機器・ツールの使用
(2) 指定されたセキュアな環境での作業
(3) アクセス権限の適切な管理
(4) 定期的なパスワード変更の実施
第4条（成果物の取り扱い）
1. プロジェクトの成果物に関する全ての権利は貴社に帰属し、私個人の権利主張を行いません。
2. 私が創出・考案した内容についても、職務上の成果として貴社に譲渡することを確認します。
3. 特許権、著作権等の知的財産権についても貴社に帰属することを承諾します。
第5条（部分公開後の取り扱い）
1. プロジェクトの一部が公開された後も、未公開部分については本誓約書の効力が継続します。
2. 公開された情報であっても、内部の詳細情報や背景情報は機密として管理します。
第6条（資料管理）
1. プロジェクト関連資料の管理：
(1) 指定された場所での保管
(2) アクセスログの記録
(3) 複製の制限と管理
(4) 持ち出し制限の遵守
2. 以下の場合、速やかに全ての資料を返却します：
(1) プロジェクトからの離脱時
(2) 貴社からの返却要請時
(3) プロジェクト終了時
第7条（プロジェクト終了後の義務）
1. プロジェクト終了後も秘密保持義務は継続します。
2. 知識・ノウハウの社外流出を防止します。
3. 関連資料の社外持ち出しを禁止します。
第8条（退職時の対応）
1. 退職時には以下の対応を行います：
(1) プロジェクト関連資料の完全返却
(2) 保有データの完全消去
(3) アクセス権限の返上
2. 退職後も本誓約書の効力は継続します。
第9条（違反時の責任）
1. 本誓約書違反により貴社に損害が生じた場合：
(1) 損害賠償責任を負担
(2) 法的措置への対応
(3) 信用毀損への補償
2. 故意または重過失による違反の場合、懲戒処分の対象となることを承諾します。
第10条（その他）
1. 本誓約書に定めのない事項は、入社時の秘密保持誓約書および社内規程に従います。
2. 本誓約書の解釈について疑義が生じた場合は、誠実に協議します。

以上、本誓約書の内容を理解し、これを誠実に遵守することを約束いたします。
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